
 

北海道支部同窓会 秋季セミナー報告（第二報） 

 

 

 

◆支部同窓会 最大のイベント「秋季セミナー」 

 

恒例の北海道同窓会の秋季セミナーが、１１月２日（日）、３日（月）に開催されました。 

同セミナーは、道内を４地区に分けて輪番で企画されていますが、２０１２年は村上勝彦

道支部長の地元である帯広（道南）で、昨年２０１３年は、学部１５期生の高田哲さん在

住の小樽（道央）で、そして今年は、世界一とも称される夜景で有名な函館（道南）での

開催でした。 

母校同窓会は、各同窓会支部が中心となって講演会やワークシップを開催していますが、

この様な形で継続実施しているのは、北海道支部などごく一部であり、同窓会活動のパイ

オニア的な存在となっています。 

 

 

 

（写真 函館の図  ※函館市公式観光情報ホームページより） 

 

 

 

 

 

 



 

【第１日目】 

 

◆はこだて地域福祉フォーラム   

－住民の生活課題とその求められる対応を語り合おう－ 

１１月２日（日）、函館市総合福祉センター５階 多目的ホールにおいて、１４時５０分

から開始されました。 

 フォーラムは、千葉英登さん（学部２１期）の総合司会で進められ、村上勝彦道支部長

（学部９期）と来賓の種田貴司函館市保健福祉部長の開催あいさつがありました。 

 第１部の和泉森太さん（ＮＰＯ法人ユニバーサルホーム函館理事長、学部卒）の基調講

演「誰もが安心・自立して暮らせる地域づくりに向けて」は、日本で初めての視聴覚者用

賃貸住宅「はこだての家日吉」を開設するに至った思いと、障害のある方々の生活上の課

題解決に向けた支援活動の実践を淡々と語っていただきました。 

続いて、第２部のシンポジウム「高齢者を支えていくための地域と家族の助け合い」は、

成澤俊也氏（函館市高齢福祉課長）、阿知波 健一 氏 （函館市社会福祉協議会事業部長）、 

永澤和枝氏（函館の地域福祉を考える会事務局長）の 3 人がそれぞれの立場での社会福祉

や地域づくりについて提言を行いました。 

 同窓会の柏原美之（特別養護老人ホーム潮寿荘常務理事・施設長 専修科卒）に司会、

村上勝彦道支部長（全国老人福祉施設協議会副会長）には助言者をお願いし、17時 30分に

終了しました。         

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆交流会は、湯の川啄木亭にて 

交流会には、北海道同窓会の方々をはじめ、母校同窓会本部から顧問 伊藤博胤さん、

副会長 木村尚文さん、竹田幹雄さん、日本社会事業大学からは、校友室長補佐 畑戸健

太郎さんが参加し、フォーラム終了後に、湯の川温泉郷で開催され、同窓会の現状や近況

報告等を行い大いに盛り上がりました。 

 

  

基調講演風景 シンポジウム風景 



 

【第２日目】 

 

◆視察（１１月３日） 

○戸井福祉会  

  ・特別養護老人ホーム・潮寿荘 

  ・小規模多機能ホーム・潮太郎 

 

 
 

○はこだての家 日吉  

 

（各施設ホームページ写真より引用） 

 

２０１５年は、旭川（道北）で、 

来年の秋季セミナーは、道北での開催が検討されることになりました。 

 金子修郎 道同窓会事務局長には、またいろいろとお手数をおかけすることになります

が、高田哲先輩のご指導はあまり気にせず頑張ってほしいと思います。 

 

（母校同窓会参加者より） 


